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第１章 計画の策定にあたって             

１ 計画の趣旨 

全国の刑法犯の認知件数は，2002 年（平成 14 年）に戦後最多を記録しまし

た。これを機に 2003 年（平成 15 年）に，政府は犯罪対策閣僚会議を設置し，

対策に取り組んだ結果，認知件数は年々減少し，2015 年（平成 27 年）から戦後

最少を更新し続けています。 

その一方で，次のグラフのとおり，刑法犯により検挙された再犯者は，2006 年

（平成 18 年）をピークとして減少傾向にあるものの，それを上回るペースで初犯

者の人員も減少し続けているため，検挙人員に占める再犯者の人員の比率（以下

「再犯者率」という。）は一貫して上昇を続け，2019 年（令和元年）には 48.8％

となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

犯罪や非行をした者の中には，背景に，貧困，安定した仕事や住居がない，複雑

な家庭環境に身を置いている，十分な教育を受けていない，高齢である，障がいや

病気を抱えているなど，生きづらさや困難を抱え，支援を必要とする者も多く存在

します。犯罪や非行が繰り返されないようにするためには，犯罪の被害に遭われた

方々の心情に配慮しつつ，本人が過ちを悔い改め，立ち直りに向けた努力を行うこ

とは言うまでもありませんが，社会においても，犯罪や非行をした者を社会から排

除し，孤立させるのではなく，責任ある社会の一員として再び受け入れることがで

きる環境を構築し，犯罪や非行を繰り返すという悪循環に陥らないように適切な

支援をすることが不可欠です。 

 2016 年（平成 28 年）に「再犯の防止等の推進に関する法律」（平成 28 年法

※法務省 令和２年版 犯罪白書より 

注１ 警察庁の統計による。 
２ 「再犯者」は，刑法犯により検挙された者のうち，前に道路交通法違反を除く  

犯罪により検挙されたことがあり，再び検挙された者をいう。  

３ 「再犯者率」は，刑法犯検挙人員に占める再犯者の人員の比率をいう。  
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律第 104 号。以下「再犯防止推進法」という。参考資料６ P31～36）が施行さ

れ，国は，2018 年度（平成 30 年度）からの 5 か年を期間とする再犯防止推進

計画を策定し，地方公共団体においても，地方再犯防止推進計画を策定する努力義

務が課されました。市民が犯罪による被害を受けることを防止する意味でも再犯

防止の取組が重要です。本市においても，“ローズマインド（思いやり・優しさ・

助け合いの心）をもって，誰もが立ち直ることのできる社会の実現に努めます。犯

罪が減少し，誰もが安心・安全に暮らし続けることができる，誰一人取り残さない

「地域共生社会」の実現のため，関係機関・団体と連携して，再犯防止対策を推進

する本計画を策定します。 

 

２ 計画の位置付け  

この計画は，「再犯防止推進法」第 8 条に定める地方再犯防止推進計画です。 

 

３ 計画の期間  

この計画の期間は，2022 年度（令和４年度）から 2026 年度（令和８年度）

までの 5 年間とします。 

 

４ 基本的な考え方 

 この計画は，「再犯防止推進法」第 3 条の「基本理念」及び国の「再犯防止推進

計画」の「基本方針」（参考資料７ P37）を踏まえ，犯罪をした者等が，社会に

おいて孤立することなく，再び社会を構成する一員となることができるよう，関係

機関・団体と連携し，必要な指導及び支援の実施や，理解促進のための広報・啓発

などに取り組みます。  

 

５ 重点的に実施すべき取組  

「再犯防止推進法」第２章に規定する基本的施策及び国の「再犯防止推進計画」

の５つの基本方針を踏まえ，重点的に実施すべき次の（１）～（７）の取組を設定

し，関係機関・団体と連携を図りながら取組を推進します。（参考資料６，７ 

Ｐ31～37） 

（１）就労・住居の確保等の支援 

（２）保健医療・福祉サービスの利用の支援 

（３）非行の防止と学校等と連携した修学支援 

（４）犯罪をした者等の特性に応じた効果的な支援 

（５）民間協力者の活動の促進や，広報・啓発活動の推進 

（６）関係機関・団体との連携強化 

（７）犯罪が起こりにくい安心・安全なまちづくり 
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第２章 再犯防止を取り巻く状況            

１ 福山市の犯罪発生状況 

（１）刑法犯 検挙人員中の再犯者人員・再犯者率（2019 年（令和元年）） 

 

 

 ア 成人＋犯罪少年 

 

初犯者 再犯者 再犯者率

全国 192,607 98,640 93,967 48.8

広島県 4,493 2,216 2,277 50.7

福山市内３署 779 436 343 44.0

検挙人員

 

 ・福山市内 3 署の“成人＋犯罪少年”の再犯者率は 

44.0％で，全国と広島県より低い。 

 

 

イ 犯罪少年 

初犯少年 再犯少年 再犯少年率

全国 19,914 13,141 6,773 34.0

広島県 481 310 171 35.6

福山市内３署 105 69 36 34.3

検挙人員

 

・福山市内 3 署の“犯罪少年”の再犯少年率は 

34.3％で，全国や広島県とほぼ同じである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注１ アとイの全国の数値は，法務省 令和２年版 犯罪白書による。 

 ２ アとイの広島県の数値は，広島県警察本部 令和元年少年補導による。 

 ３ アの福山市内 3 署の数値は，法務省矯正局提供の成人データと広島県警察本部少年対 

策課提供の少年データによる。 

４ イの福山市内 3 署の数値は広島県警察本部少年対策課提供のデータによる。 

５ 「再犯者」は，刑法犯により検挙された者のうち，前に道路交通法違反を除く犯罪によ 

り検挙されたことがあり，再び検挙された者をいう。 

６ 「再犯者率」は，刑法犯検挙人員に占める再犯者の人員の比率をいう。 

７ 広島県警察本部少年対策課提供の「犯罪少年」は，14 歳以上の罪を犯した少年（20 

歳未満）（犯行時及び処理時ともに満 14 歳から満 19 歳） 

８ 法務省矯正局の少年のデータは，犯行時が満 14 歳から満 19 歳のため，県警のデータ 

と比較して，成人人員が少なくなることがある。 
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２ 福山市の犯罪の傾向  

（１）成人の状況（刑法犯検挙状況） 
（法務省矯正局提供データを基に福山市が作成）参考資料１（P20～P22）  

 
 

 

 ・窃盗犯の再犯者の割合が全国に比べて，広島県・福山市内３署ともに高い。 

＜窃盗犯のうち再犯者の割合＞          単位：％ 

年  全 国 広島県 福山市内３署 

２０１７年（平成２９年） ５３.７３ ５８.７６ ５９.７７ 

２０１８年（平成３０年） ５４.２８ ５９.１７ ６１.１０ 

２０１９年（令和元年） ５４.４３ ５９.１３ ５５.４８ 

 

 ・刑法犯総数について，全国に比べて，広島県・福山市内３署ともに 60 歳以 

  上の者の割合が高い。 

＜刑法犯総数のうち６０歳以上の者の割合＞    単位：％ 

年  全 国 広島県 福山市内３署 

２０１７年（平成２９年） ３０.７５ ３５.３２ ３４.４０ 

２０１８年（平成３０年） ３０.４２ ３４.２４ ３４.４９ 

２０１９年（令和元年） ３０.５０ ３４.７９ ３４.４２ 

 

・窃盗犯について，全国・広島県に比べて，福山市内 3 署は 60 歳以上の者の 

割合が高い。 

＜窃盗犯のうち 60 歳以上の者の割合＞      単位：％ 

年  全 国 広島県 福山市内３署 

２０１７年（平成２９年） ４２.６３ ４５.５７ ４６.１８ 

２０１８年（平成３０年） ４２.４８ ４６.５１ ５０.１３ 

２０１９年（令和元年） ４２.４７ ４５.１１ ４６.９２ 

・窃盗犯について，全国に比べて，広島県・福山市内３署ともに女性は 60 歳 

 以上の者の割合が高い。 

＜女性の窃盗犯のうち 60 歳以上の者の割合＞   単位：％ 

年  全 国 広島県 福山市内３署 

２０１７年（平成２９年） ５１.２０ ５４.８４ ５７.５２ 

２０１８年（平成３０年） ５０.９９ ５７.３８ ７０.１６ 

２０１９年（令和元年） ５１.０１ ５６.０７ ５３.４５ 

 

・刑法犯総数について，全国に比べて，広島県・福山市内 3 署ともに無職の者 

 の割合が高い。 

＜刑法犯総数のうち無職の者の割合＞       単位：％ 

年  全 国 広島県 福山市内３署 

２０１７年（平成２９年） ４６.８６ ４９.２５ ４８.６１ 

２０１８年（平成３０年） ４５.８８ ４８.３６ ５２.２７ 

２０１９年（令和元年） ４５.４１ ４８.４０ ４７.０３ 

 



6 

 

・窃盗犯について，全国・広島県に比べて，福山市内 3 署は無職の者の割合が 

高い。 

＜窃盗犯のうち無職の者の割合＞          単位：％ 

年  全 国 広島県 福山市内３署 

２０１７年（平成２９年） ５９.８１ ６０.５４ ６１.１９ 

２０１８年（平成３０年） ５９.３９ ６１.８８ ６５.８０ 

２０１９年（令和元年） ５８.６８ ６０.１７ ６１.３０ 

 

・刑法犯総数，窃盗犯とも，全国・広島県に比べて，福山市内 3 署は女性につ 

いて特に無職の者の割合が高い。 

＜女性の刑法犯総数のうち無職の者の割合＞    単位：％ 

年  全 国 広島県 福山市内３署 

２０１７年（平成２９年） ６４.８３ ６４.５６ ６８.５７ 

２０１８年（平成３０年） ６３.３１ ６６.４５ ６８.８２ 

２０１９年（令和元年） ６１.９５ ６５.２３ ６５.３６ 

 

＜女性の窃盗犯のうち無職の者の割合＞      単位：% 

年  全 国 広島県 福山市内３署 

２０１７年（平成２９年） ７０.２１ ６９.０９ ７６.１１ 

２０１８年（平成３０年） ６９.０１ ７１.４５ ７６.６１ 

２０１９年（令和元年） ６８.１０ ６９.６９ ６９.８３ 

 

 

（2）少年の状況（福山市内 3 警察署の刑法犯犯罪少年検挙状況）  
 （広島県警察本部少年対策課提供）参考資料２（P23） 

 

 ・刑法犯犯罪少年の再犯者率の推移について，2016 年（平成 28 年）と 2019

年（令和元年）を比較すると微減ですが，年毎に増減の変動を繰り返していま

す。罪種別にみると，粗暴犯の再犯者率は増加傾向，窃盗犯の再犯者率は減少

傾向です。 

      ＜刑法犯犯罪少年の再犯者率の推移＞         単位：% 

区分 ２０１６年（平成２８年）  ２０１７年（平成２９年） ２０１８年（平成３０年） ２０１９年（令和元年） 

刑法犯総数 ３４.８８ ２７.８１ ３８.６９ ３４.２９ 

うち粗暴犯 ２９.１７ ３３.３３ ４０.００ ４０.００ 

うち窃盗犯 ３７.３７ ２２.８９ ３９.０６ ３２.２６ 

  

・学職別にみると，中学生（14 歳以上）と高校生，無職少年の再犯者率は増加 

傾向，有職少年の再犯者率は，減少傾向です。 

    ＜学職別再犯者率＞                 単位：％ 

区分 ２０１６年（平成２８年）  ２０１７年（平成２９年） ２０１８年（平成３０年） ２０１９年（令和元年） 

中学生（１４歳以上） ２１.８２ １６.９５ ３８.６４ ２９.４１ 

高校生 ３２.７６ ２６.５３ ２４.００ ３５.００ 

学生等（大学生等） ９.０９ １６.６７ ３３.３３ １２.５０ 

有職少年 ５７.１４ ５４.５５ ６４.００ ３５.７１ 

無職少年 ６１.５４ ４０.００ ５０.００ ６６.６７ 
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（3）福山市の保護観察事件の状況 

（広島保護観察所提供）参考資料３（P24～P26） 

 

 

・保護観察事件係属数（保護観察事件の件数）は過去 5 年を比較すると減少傾 

向です。（参考資料３ （１） P24） 

＜保護観察事件係属数＞              単位：件 

２０１５年度（平成２７年度） ２０１６年度（平成２８年度）  ２０１７年度（平成２９年度） ２０１８年度（平成３０年度） ２０１９年度（令和元年度） 

２９２ ２９９ ２７０ ２６２ ２６１ 

注 各年度の件数は，各年度に開始した件数と前年度から継続している件数を 

足した値。  

 

 

・生活環境調整事件係属数（刑務所や少年院などに収容されている人の，釈放後 

の帰住環境の調査と調整）は減少しています。（参考資料３ （２） P24） 

＜生活環境調整事件係属数＞            単位：件 

２０１５年度（平成２７年度） ２０１６年度（平成２８年度）  ２０１７年度（平成２９年度） ２０１８年度（平成３０年度） ２０１９年度（令和元年度） 

１８２ １６９ １３７ １４２ １３５ 

注 各年度の件数は，各年度に開始した件数と前年度から継続している件数を 

足した値。  

 

 

 ・保護観察の罪名については，2015 年度（平成 27 年度）から 2019 年度（令 

和元年度）の過去 5 年において，少年（1 号観察，2 号観察），成人（3 号観 

察，4 号観察）ともに窃盗が上位を占めています。少年においては，近年，道 

路交通法違反が上位を占めてきています。（参考資料３ （３） P24） 

 

 ・少年の保護観察開始時の学歴についてみると，2015 年度（平成 27 年度） 

は中学校在学中の者が最も多かったが，2016 年度（平成 28 年度）以降は， 

高校在学者又は高校中退者が中学校在学中の者を上回っています。（参考資料 

３ （４） P25） 

（※保護観察開始時点における現状であり，非行又は犯罪をするに至った直接の原因を示す 

ものではありません。）  

 

・保護観察終結時の就業状況については，成人（3 号観察，4 号観察）の無職者 

 が年々減少傾向です。（参考資料３ （５） P26） 

＜保護観察終結時の成人の無職者＞         単位：件 

２０１５年度（平成２７年度） ２０１６年度（平成２８年度）  ２０１７年度（平成２９年度） ２０１８年度（平成３０年度） ２０１９年度（令和元年度） 

１９ １４ １２ ５ ４ 
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３ 刑事司法手続きと地域社会 
 

 犯罪や非行をした者が，起訴猶予処分等により刑務所・少年院等の矯正施設へ入

所しない段階で，就労や住居の確保等の支援を行うことを「入口支援」，矯正施設

から出所する者に対して支援を行うことを「出口支援」といいます。 

 それぞれの段階で，市や公的機関及び地域・民間団体などの地域社会が連携する

ことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注 ・入口支援・・・・高齢又は障がいのある被疑者等の福祉的支援を必要とする者に対し 

て，検察庁，保護観察所，弁護士等が関係機関・団体等と連携し，身柄釈放時等に福祉 

サービス等に橋渡しするなどの取組のこと。 

 

・出口支援・・・・矯正施設（刑務所・少年院等）を出所した者を福祉につなげるなどし 

て更生するための環境を整える福祉的支援のこと。例えば，受刑者等のうち障がいを抱 

えているが支援する者がいない者や，高齢で住む場所も仕事もない者が，矯正施設出所 

後に，社会福祉施設への入所等の福祉サービスを円滑に利用できるようにするため，矯 

正施設や保護観察所，更生保護施設，地域生活定着支援センターその他の福祉関係機関 

が連携して必要な調整を行う取組（特別調整）を実施している。 

 

・保護観察・・・・犯罪をした者又は非行のある少年が，実社会の中で更生するように， 

保護観察官及び保護司が行う指導と支援のこと。 

 

  ・更生緊急保護・・①刑事上の手続き又は保護処分による身体の拘束を解かれた者，②親族 

から援助や，公共の衛生福祉に関する機関等の保護を受けられない，又は，それらのみ 

では改善更生できないと認められた者，③更生緊急保護を受けたい旨を申し出た者のすべ 

てにあてはまる者を対象とし，原則として６月以内，食事の給与，医療及び療養の援助， 

帰住の援助，金品の給貸与，宿泊する居室及び必要な設備の提供，就職の援助や健全な社 

会生活を営む（適応する）ために必要な指導・助言の実施などの措置を行うこと。 

 

・改善更生・・・・犯罪をした者等が，犯罪や非行をしたことを反省するとともに責任を自 

覚し，生活態度を改めて，再び犯罪をすることなく社会生活を送ること。 
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第３章 取組内容                   

１ 就労・住居の確保等の支援 

（１）就労の確保等 

 

ア 就職に向けた相談・支援等の充実 

（ｱ）一般的な就労支援 

 〇雇用相談窓口を設置します。【産業振興課】  

  〇福山就職支援サイト「就活ふくやま」（イベント情報，事業者情報）を Twitter 

や Facebook を開設して発信します。【産業振興課】 

 （ｲ）生活困窮者への就労支援 

  〇生活困窮者自立支援センターにおいて，“生活保護受給者等就労自立促進事 

業“として，生活保護受給者，児童扶養手当受給者，住居確保給付金受給者， 

生活困窮者など，就労支援をすることが適当であると認めた者に対し，福祉 

事務所等の職員と公共職業安定所が連携して就労支援を行います。 

【生活福祉課】 

  〇生活困窮者自立支援センターにおいて，“就労準備・就労支援事業”として， 

直ちに就労が難しい人を対象に，コミュニケーション能力の習得や生活習 

慣の改善等を就労体験などの様々なメニューを通じて，一般雇用に向けた 

技法や知識の取得等の支援を実施します。 

【生活福祉課】 

（ｳ）ひとり親の方への就労支援 

 〇市内に居住する母子家庭の母・寡婦・父子家庭の父を対象に，経済的自立に 

効果的な資格取得に要する費用の助成，就業支援セミナーや講習会の開催， 

就業情報の提供などの支援を実施します。【ネウボラ推進課】 

 （ｴ）障がい者への就労支援 

  〇市内に居住する障がい者を雇用する事業主に奨励金（福山市障がい者雇用 

奨励金）を交付して，障がい者の就労を支援します。【産業振興課】 

  〇企業の人事労務担当者や経営者を対象にセミナーを実施し，障がい者雇用 

の推進に向け，啓発をします。【産業振興課】 

  〇障がい者と企業との出会いの場を提供し，障がい者雇用の拡大を図るため， 

合同就職面接会を広島労働局等と共催して実施します。【産業振興課】 

〇東部地域障害者就業・生活支援センターにおいて，障がい者の職業的自立 

   を実現するため，就労と生活について一体的に支援します。【障がい福祉課】 

 （ｵ）高齢者への就労支援 

  〇高年齢者（55 歳以上）の豊富な知識や経験，技術を活かして年齢に関わり 

なく活躍できるよう，合同就職面接会，相談窓口設置等を実施し，高齢者の 

就労を促進します。【産業振興課】 
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 （ｶ）女性への就労支援 

  〇女性が働きやすい企業を中心とした合同企業説明会を実施するなど，仕事 

と家庭を両立したい女性の就職を支援します。【産業振興課】 

  〇女性専用スペースの新規整備や，社内研修等，女性活躍推進を目的とした社 

内改善にかかる経費を補助することによって，女性の就業環境改善を支援 

します。【産業振興課】 

  〇事業所に対して，職場環境等の改善やワーク・ライフ・バランスを啓発する 

セミナーを県と連携して開催し，女性の就労を支援します。【産業振興課】 

（ｷ）若年者のフリーター・ニートへの就労支援 

 〇保護者のための就職支援セミナー，企業経営者向けの人材活用セミナー等 

を開催し，若年者のフリーター・ニートの就労に向けた支援を行います。 

【産業振興課】 

（ｸ）その他の就労支援 

  〇企業向け外国人材活用セミナーや，外国人留学生向け合同企業説明会を開 

催するなど，外国人の就労を支援します。【産業振興課】 

〇経済団体や労働団体，行政機関等で構成される「就職氷河期世代活躍支援ひ 

ろしまプラットフォーム」へ参画する中で，氷河期世代の就職や社会参加を 

促進し活躍の場を広げられるよう支援します。【産業振興課】 

 

イ 犯罪をした者等を雇用する企業等の開拓，社会的評価の向上 

 〇国やハローワーク等の関係機関と連携し，協力雇用主制度の広報や協力雇 

用主の開拓に努めます。【産業振興課】 

 〇犯罪や非行をした者の雇用の促進のため，本市発注の建設工事等における 

入札において，協力雇用主等に対する優遇措置などの取組を検討します。 

【建設政策課】 

 

ウ 関係機関・団体との連携強化 

 〇ハローワーク福山等と連携し，ふれあい障がい者合同面接会を開催します。 

【産業振興課】 

〇福山地方雇用対策協議会等と連携し，若者やシニア向けの合同企業説明会 

の開催，企業ガイドの発行・送付等を実施し，幅広い人材の就労を支援しま 

す。【産業振興課】 

 〇シルバー人材センターと連携し，働く意欲があり社会参加を希望される人 

に，地域生活につながりの深い臨時的かつ短期的な仕事を提供し，高齢者の 

就業を支援します。【高齢者支援課】 
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（２）住居の確保 

 

  ア 新たな住宅セーフティネット制度の周知 

  〇住宅確保要配慮者の入居を拒まない賃貸住宅の登録制度について，市ホー 

ムページ等を通じて情報提供します。【住宅課】 

 

イ 公営住宅への入居への配慮 

  〇矯正施設収容中に居住実績がないとして入所前の住所地における住民票が 

削除されている場合は，市営住宅への入居手続に必要な住民票及び完納証 

明書に代わって在所証明書により申込を受け付けます。【住宅課】 

 

  ウ その他 

〇シルバーハウジング（高齢者世話付住宅）の入居者が自立して，安全で快適 

な生活をおくることができるように，生活援助員を派遣し，サービスの提供 

支援を行います。【高齢者支援課】 

  〇障がい者基幹相談支援センターにおいて，保証人がいない等の理由により， 

賃貸契約による一般住宅への入居が困難な障がい者に対し，入居に必要な 

調整等の支援を行うとともに，家主等への相談・助言を通じて障がい者の地 

域生活を支援します。【障がい福祉課】 

  〇生活困窮者自立支援センターにおいて，住宅確保要配慮者が入居できる民 

間賃貸住宅（あんしん賃貸住宅）の仲介を行う事業者（協力店）や，セーフ 

ティネット住宅として登録された住宅の情報を提供します。 

【生活福祉課】 

 

２ 保健医療・福祉サービスの利用の支援 

（１）高齢者や障がい者等への支援等 

 

 ア 保健医療・福祉サービスの提供 

 （ｱ）高齢者への支援 

  〇地域包括支援センターでは，高齢者が住み慣れた地域で安心して日常生活 

   を送れるように，高齢者の総合的な相談窓口として，専門職を配置し，医療， 

介護，福祉，生活に関する相談などに対応します。適切な制度や地域資源に 

つなぎ，地域で自立した生活ができるようコーディネートをします。 

【高齢者支援課】 

  〇民生委員として地域住民から個別に相談があった場合は，住民と関係機関 

   とのパイプ役として迅速に連絡を行います。【福祉総務課】 

〇地域包括支援センターや障がい者基幹相談支援センター・相談支援事業所 

と刑事司法関係機関等との連携を強化し，高齢者に対し，必要な保健・医療・ 

福祉サービスの利用につなげる等の支援を行います。【高齢者支援課】 
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 （ｲ）高齢者の施設入居及び入所 

〇福山市内に住所を有する 60 歳以上の一人暮らし，高齢者のみの世帯に属 

する人及び家族による援助を受けることが困難な人で，高齢等の理由によ 

り独立して生活することに不安のある人に，生活支援ハウス（高齢者生活福 

祉センター）への入居を支援します。【高齢者支援課】 

〇福山市内に住所を有する６５歳以上の高齢者で，環境上の理由及び経済的 

な理由により，自宅での生活が困難な人に，養護老人ホームへの入所措置を 

行います。【高齢者支援課】 

〇（再掲）シルバーハウジング（高齢者世話付住宅）の入居者が自立して，安 

全で快適な生活をおくることができるように，生活援助員を派遣し，サービ 

スの提供，支援を行います。【高齢者支援課】 

 （ｳ）障がい者（児）への支援 

  〇障がい者（児）に対して，犯罪や非行の有無にかかわらず，地域で自立した 

生活ができるようにするため，必要な障がい福祉サービスを提供します。 

【障がい福祉課】 

  〇民生委員として地域住民から個別に相談があった場合は，住民と関係機関 

とのパイプ役として迅速に連絡を行います。【福祉総務課】 

〇地域包括支援センターや障がい者基幹相談支援センター・相談支援事業所 

と刑事司法関係機関等との連携を強化し，障がい者（児）に対し，必要な保 

健・医療・福祉サービスの利用につなげる等の支援を行います。 

【障がい福祉課】 

 

 イ 関係機関・団体との連携強化 

  〇福祉的支援が必要な高齢者や障がい者（児）について，速やかに必要な福祉 

的支援を提供できるよう，刑事司法関係機関等との連携を強化します。 

【高齢者支援課】【障がい福祉課】 

 

 ウ 他の行政計画との連携 

  〇2021 年度（令和 3 年度）からの「障がい者プラン」に基づき，犯罪や非 

行をした障がい者（児）に対する支援を推進します。【障がい福祉課】 

 

（２）薬物依存を有する者への支援等 

 

  ア 薬物依存に関する治療・支援につながる取組 

  〇薬物依存からの回復に取り組もうとする人に対し，県が実施する薬物依存 

症回復プログラムを紹介するなどの相談支援を行います。（こころの健康相 

談・保健師による相談支援）【健康推進課】 

  〇保健事業実施課において，本人の意向を確認の上，薬物依存からの回復を支 

援するリハビリ施設（ダルク等）や自助グループ（NA 等）を紹介します。 

【健康推進課】 
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 〇保護観察所や更生保護施設から連携があった薬物事犯者に対し，薬物依存 

からの回復に向けた治療や相談が継続するための支援を行います。 

【健康推進課】 

 

 イ 関係機関・団体との連携強化 

  〇地域の薬物問題について協働して取り組むため，県が主催する薬物相談事 

業推進連絡会議へ出席して関係者同士の連携強化に努めます。 

【保健部総務課】【健康推進課】 

  〇民生委員として地域住民から個別に相談があった場合は，住民と関係機関 

   とのパイプ役として迅速に連絡を行います。【福祉総務課】 

 

 ウ 薬物事犯者の家族に対する支援 

  〇薬物依存症に関する正しい知識や本人との関わり方などに関する相談支援 

を実施します。【健康推進課】 

  〇薬物依存症の家族に対し，県が開催する薬物依存症家族教室を紹介します。 

  【健康推進課】 

 

  エ 薬物依存に関する適切な広報・啓発 

  〇薬物の乱用防止に関する理解が地域に広がるよう関係機関等と連携し，麻 

薬，覚醒剤，大麻乱用防止運動など，広報・啓発活動を実施します。【保健 

部総務課】 

〇希望する小中学校に対し，喫煙・飲酒・薬物乱用防止教育を実施し，未成年 

者の薬物乱用防止に向けた啓発を行います。【健康推進課】 

〇民生委員４名が「薬物乱用防止指導員」として啓発活動を行います。 

【福祉総務課】 

  〇青少年の薬物への依存や乱用防止について，青少年センターだよりや地域 

での研修会等で情報発信・啓発します。【青少年・女性活躍推進課】 

 

３ 非行の防止と学校等と連携した修学支援  

（１）児童生徒の非行の未然防止 

  〇小中学校，義務教育学校，高等学校で，児童生徒を対象とした非行防止教室 

を，警察等の様々な機関と連携して実施します。【学びづくり課】 

〇小中学校，義務教育学校，高等学校へのスクールカウンセラー及びスクール 

ソーシャルワーカーの配置を促進し，様々な悩みを抱える児童生徒及び保 

護者に対して適切な相談支援を行います。【学びづくり課】 

〇問題を抱える少年等の立ち直りを支援するため，学校，警察，子ども家庭セ 

ンター等と支援会議を行うなど，関係機関との連携を図り，日常的なネット 

ワーク体制を構築します。【学びづくり課】 
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  〇必要に応じて，各学校にスクールサポーターを派遣し，少年サポートセンタ 

ー（警察）と連携しながら学校への支援活動，少年相談活動，少年補導活動 

等を実施します。【学びづくり課】 

〇児童委員として，俗悪な広告など地域環境の浄化運動や児童の喫煙，家出な 

どの非行を未然に防止するため，学校，PTA，警察等と連携して地域環境の 

改善，整理に取り組む活動を行います。【福祉総務課】 

〇青少年センターにおいて，青少年の非行防止のため，青少年育成員や中央青 

少年育成員と協力して，補導活動や健全育成活動，社会環境浄化活動を行い 

ます。また，問題行動に悩む保護者や悩みを持つ少年自身からの相談活動を 

実施します。【青少年・女性活躍推進課】 

〇少年サポートセンターふくやま（警察，教育委員会，青少年センター）で定 

期的に三者会議を開催し，情報を共有するなど，連携を図ります。 

【学びづくり課】【青少年・女性活躍推進課】 

 

（２）学校等と連携した立ち直り支援 

  〇学校に在籍している保護観察対象者に関して，学校と保護司，保護観察所等 

が緊密に連携して立ち直りを支援します。【学びづくり課】 

〇法務少年支援センター（少年鑑別所）や保護観察所との連携，またこども家 

庭センターや少年サポートセンター（警察）との相談，連携を進め，立ち直 

り支援の充実を図ります。【学びづくり課】 

〇保護司と学校関係者の日常的な連携・協力体制の構築に協力します。 

【学びづくり課】 

〇少年サポートセンターふくやま（警察，教育委員会，青少年センター）にお 

いて居場所づくり（少年サポートルーム）を実施し，大学生ボランティアや 

少年補導協助員，中央青少年育成員と協力して，コミュニケーションスキル 

習得のための体験活動など，非行少年等の立ち直り支援活動を推進します。 

【学びづくり課】【青少年・女性活躍推進課】 

  

（３）学校や地域社会において再び学ぶための支援 

  〇矯正施設に入所する者が高等学校等への入学・編入学を希望する場合にお 

いて，矯正施設と連携し，入学者や編入学者の選抜手続等において必要な配 

慮を行います。【学びづくり課】 

〇非行のある少年等に対して，大学生ボランティアや少年補導協助員と協力 

して，学習支援活動（少年サポートルーム）を行います。 

【学びづくり課】【青少年・女性活躍推進課】 
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４ 犯罪をした者等の特性に応じた効果的な支援 

（１）少年・若年者に対する支援等 

  〇問題を抱える少年等の立ち直りを支援する活動（スポーツ大会，レクリエー 

   ション，社会体験活動等）を，活動場所の提供や必要な費用の助成等により 

   支援します。【学びづくり課】 

  〇（再掲）青少年センターにおいて，青少年の非行防止のため，青少年育成員 

や中央青少年育成員と協力して，補導活動や健全育成活動，社会環境浄化活 

動を行います。また，問題行動に悩む保護者や悩みを持つ少年自身からの相 

談活動を実施します。【青少年・女性活躍推進課】 

〇（再掲）少年サポートセンターふくやま（警察，教育委員会，青少年センタ 

ー）で定期的に三者会議を開催し，情報を共有するなど，連携を図ります。 

【学びづくり課】【青少年・女性活躍推進課】 

 

（２）女性の抱える問題に応じた支援 

  〇ネウボラ相談窓口「あのね」等において，妊娠・出産・子育てに関する様々 

な相談を受け付け，必要に応じて関係機関と連携しながら支援します。 

【ネウボラ推進課】 

〇相談員によるＤＶ，夫婦関係，離婚，セクハラ，性別による差別などの相談 

事業を関係機関と連携しながら実施します。【青少年・女性活躍推進課】 

 

（３）発達上の課題を有する犯罪をした者等に対する支援 

  〇障がい者（児）に対して，犯罪や非行の有無にかかわらず，こども発達支援 

センターや障がい者基幹相談支援センター，障がい児通所支援事業所等と 

連携して，適切に支援します。【障がい福祉課】 

  〇地域で安心して生活できるよう，一人一人の障がいの特性や発達段階に応 

じた，切れ目のないきめ細かな支援に取り組みます。【障がい福祉課】 

 

 

５ 民間協力者の活動の促進や，広報・啓発活動の推進 

（１）民間協力者の活動の促進 

 

 ア 民間ボランティアの確保 

〇保護司の高齢化が進むなど，保護司を始めとする民間ボランティアが減少 

傾向にあります。このため，保護司，更生保護女性会，BBS（青年のボラン 

ティア団体）等の活動について理解と関心が深まるように，ホームページ等 

で活動状況を周知します。【青少年・女性活躍推進課】 
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 イ 民間ボランティアの活動に対する支援の充実 

  〇更生保護サポートセンターを拠点に活動している保護司会に対して，市か 

ら運営費に対する補助金を交付します。【青少年・女性活躍推進課】 

 

（２）広報・啓発活動の推進 

〇再犯防止啓発月間を中心に再犯防止等についての広報・啓発を推進します。 

また，“社会を明るくする運動”強調月間では，再犯の防止等について市民 

の関心と理解を深めるため，街頭啓発や講演会の開催等を実施します。 

【青少年・女性活躍推進課】 

 〇再犯防止に関する施策の推進は保護司を始めとする民間ボランティアの協 

力により支えられているため，これらの方々にあらゆる機会をとらえて，本 

計画の趣旨，目的，取組の内容等を積極的に周知，啓発します。 

【青少年・女性活躍推進課】 

 

６ 関係機関・団体との連携強化 

（１）再犯防止を推進するための国や県の関係機関等との協議等 

  〇検察庁，保護観察所，矯正管区，公共職業安定所，警察，社会福祉協議会， 

保護司会，更生保護女性会等の関係機関・団体と協議，情報交換を行い，連 

携強化を図ります。 

【青少年・女性活躍推進課】 

 

（２）関係機関・団体と連携した情報提供 

  〇再犯防止に係る，市の支援制度や関係機関・団体の活動状況，活動計画等に 

ついて，ホームページを通じて情報提供に努めます。 

【青少年・女性活躍推進課】 
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７ 犯罪が起こりにくい安心・安全なまちづくり 

（１）犯罪が起こりにくく，安心・安全なまちづくりのための環境整備 

〇「福山市民の安全に関する条例」に基づき，生活安全モデル地域の指定をす 

るとともに，生活安全指導員による生活安全パトロール，地域の自主防犯パ 

トロールへの支援を実施します。また，防犯に関する広報・啓発及び防犯カ 

メラ設置促進事業などを実施します。このような取組により，市民の安全に 

対する意識の高揚及び自主的な安全活動の推進を図り，犯罪発生を未然に 

防止し，安全で住みよい地域社会の形成を図ります。 

【市民生活課】 

  〇子どもたちが安全で安心して暮らせるまちづくりを推進するため，各地区 

   の青少年育成員協議会及び市内警察３署との協働による「こども 110 番の 

   家」，民間事業者による「こども 110 番事業」，「こども 110 番防犯訓練 

“不審者からの危険回避”」，福山大学犯罪心理学研究室「ＰＡＣＥ福山支部」 

と協働した「地域安全マップづくり」等を実施します。 

【青少年・女性活躍推進課】 
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第４章 推進体制                   

１ 庁内の実施体制 

計画を推進するための庁内組織として連絡会議を設置し，関係部署が緊密に連

携して施策に取り組みます。 

 

庁内連絡会議 

経済部 産業振興課 

福祉部 福祉総務課 

福祉部 障がい福祉課 

福祉部 生活福祉課 

長寿社会応援部 高齢者支援課 

保健部 健康推進課 

ネウボラ推進部 ネウボラ推進課 

まちづくり推進部 青少年・女性活躍推進課 

市民部 市民生活課 

建設管理部 建設政策課 

建築部 住宅課 

教育委員会 学校教育部 学びづくり課 

※必要に応じて関係部署の追加，変更等を行います。 

 

 

２ 関係機関・団体との連携・協力体制 

検察庁，保護観察所，矯正管区，公共職業安定所，警察，社会福祉協議会，保 

 護司会，更生保護女性会等の関係機関・団体と協議し，情報共有や連携等を図り 

ながら，計画を推進します。 
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 ウ 福山市内 3 署 
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２ 福山市内３警察署の少年の犯罪・非行状況 

（広島県警察本部少年対策課提供）  

 

  

（１）福山市内３警察署の刑法犯犯罪少年検挙状況

〇罪種別

凶悪犯 粗暴犯 窃盗犯 知能犯 その他

105 2 25 62 2 14
再犯者 36 1 10 20 0 5

137 3 25 64 2 43
再犯者 53 2 10 25 1 15

151 1 24 83 6 37
再犯者 42 0 8 19 6 9

172 1 24 99 1 47
再犯者 60 1 7 37 1 14

〇学職別

高校生 学生等 有職 無職

105 40 8 14 9
再犯者 36 14 1 5 6

137 50 6 25 12
再犯者 53 12 2 16 6

151 49 6 22 15
再犯者 42 13 1 12 6

172 58 11 35 13
再犯者 60 19 1 20 8

（２）福山市内３警察署の刑法犯少年（犯罪少年＋触法少年）検挙・補導状況

〇罪種別

凶悪犯 粗暴犯 窃盗犯 知能犯 その他

167 3 33 108 2 21
再犯者 43 1 12 25 0 5

218 3 31 123 2 59
再犯者 67 2 10 38 1 16

260 1 38 161 6 54
再犯者 54 0 13 24 6 11

292 1 50 165 1 75
再犯者 76 1 13 43 1 18

〇学職別

小学生以下 中学生 高校生 学生等 有職 無職

167 28 68 40 8 14 9
再犯者 43 2 15 14 1 5 6

218 28 97 50 6 25 12
再犯者 67 2 29 12 2 16 6

260 49 119 49 6 22 15
再犯者 54 0 22 13 1 12 6

292 43 132 58 11 35 13
再犯者 76 2 26 19 1 20 8

注： 犯罪少年は　14歳以上20歳未満で罪を犯した少年
触法少年は　14歳に満たない刑罰法令に触れる行為をした少年

平　成　30　年

平　成　29　年

平　成　28　年

平　成　30　年

平　成　29　年

平　成　28　年

区分 総数

令　和　元　年

平　成　28　年 55

12

区分 総数

令　和　元　年

平　成　30　年 44

17
平　成　29　年 59

10

区分 総数
中学生（14歳以上）

令　和　元　年 34

10

区分 総数

令　和　元　年

平　成　30　年

平　成　29　年

平　成　28　年

単位：人 

単位：人 

単位：人 

単位：人 
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３ 福山市の保護観察事件の状況（広島保護観察所提供） 

 

  単位：件 

単位：件 

（１）年度ごとの保護観察事件係属数（直近5年間）

H27 H28 H29 H30 31・1

1号（保護観察処分少年　※交通短期保護観察を除く） 162 170 160 159 155

2号（少年院仮退院者） 50 58 50 47 47

3号（仮釈放者,　※ 仮釈放期間中の一部猶予者を含む） 39 45 32 34 33

4号（刑の全部猶予，刑の一部猶予） 41 26 28 22 26

合計 292 299 270 262 261

年度内に１日でも係属があれば１件でカウント

（２）年度ごとの生活環境調整事件係属数（直近5年間）

H27 H28 H29 H30 31・1

在所（刑務所等に収容されている者） 141 134 108 109 108

在院（少年院に収容されている者） 41 35 29 33 27

合計 182 169 137 142 135

年度内に１日でも係属があれば１件でカウント

（３）保護観察（号種ごとの犯罪／非行 上位４）
単位：件 

平成27年度係属　※窃盗は未遂を含む 1位 2位 3位 4位

1号観察 窃盗 61 暴行 17 傷害 16 道路交通法違反 15

2号観察 窃盗 14 傷害 10 強盗 6 恐喝 5

3号観察 窃盗 15 詐欺 8 覚せい剤取締法違反 6

4号観察 窃盗 16 傷害 4 自動車運転過失傷害 3

平成28年度係属　※窃盗は未遂，幇助を含む 1位 2位 3位 4位

1号観察 窃盗 71 道路交通法違反 27 暴行 14 傷害 14

2号観察 窃盗 12 道路交通法違反 10 傷害 8 強盗（傷害，致死を含む）7

3号観察 窃盗 20 覚せい剤取締法違反 6 自動車運転過失傷害・致死 5

4号観察 窃盗 9 傷害・傷害致死 4 強制わいせつ 2

平成29年度係属　※窃盗は未遂，幇助を含む 1位 2位 3位 4位

1号観察 窃盗 52 道路交通法違反 27 傷害 13 暴行 9

2号観察 道路交通法違反 9 傷害 9 窃盗 7 強盗（傷害，致死を含む）5

3号観察 窃盗 15 覚せい剤取締法違反 4 詐欺 4

4号観察 窃盗 11 傷害・傷害致死 3 覚せい剤取締法違反 2 強制わいせつ 2

平成30年度係属　※窃盗は未遂，幇助を含む 1位 2位 3位 4位

1号観察 窃盗 58 道路交通法違反 20 建造物侵入 15 傷害 11

2号観察 窃盗 14 傷害 9 道路交通法違反 7 強盗（傷害，致死を含む）3

3号観察 窃盗 16 覚せい剤取締法違反 6 詐欺 3

4号観察 窃盗 9 覚せい剤取締法違反 2 恐喝 2

令和元年度係属　※窃盗は未遂，幇助を含む 1位 2位 3位 4位

1号観察 窃盗 57 道路交通法違反 17 暴行 12 傷害 11

2号観察 窃盗 18 傷害 12 道路交通法違反 3 強制わいせつ 3

3号観察 窃盗 16 覚せい剤取締法違反 5 詐欺 4

4号観察 窃盗 10 覚せい剤取締法違反 4 強盗（傷害，致死を含む）2
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  単位：件 

（４）保護観察（開始時の学歴）

平成27年度係属　 1位 2位 3位 4位 5位

1号観察 中学校在学 49 高校在学 44 高校中退 41 中学校卒業 19 高校卒業 7

2号観察 高校中退 25 中学校卒業 12 中学校在学 8 高校在学 5

3号観察 高校中退 13 高校卒業 12 中学校卒業 8 大学卒業 5

4号観察 高校卒業18 中学校卒業10 高校中退10 大学卒業 2

平成28年度係属 1位 2位 3位 4位 5位

1号観察 高校中退 55 高校在学 50 中学校在学 32 中学校卒業 20 高校卒業 12

2号観察 高校中退 32 中学校卒業 14 中学校在学 7 高校在学 5

3号観察 高校卒業 24 中学校卒業 10 高校中退 6 大学卒業 5

4号観察 高校卒業 10 高校中退 8 中学校卒業 7

平成29年度係属 1位 2位 3位 4位 5位

1号観察 高校中退 47 高校在学 45 中学校在学 32 中学校卒業 22 高校卒業　9

2号観察 高校中退 22 中学校卒業 17 中学校在学 5 高校在学 4 高校卒業　2

3号観察 中学校卒業 10 高校卒業 9 高校中退 9 大学卒業 3

4号観察 高校卒業 10 高校中退 9 中学校卒業 7

平成30年度係属 1位 2位 3位 4位 5位

1号観察 高校在学 56 高校中退 41 中学校在学 30 中学校卒業 21 高校卒業 8

2号観察 中学校卒業 22 高校中退 14 高校在学 6 中学校在学 4

3号観察 中学校卒業 13 高校中退7 高校卒業 9 大学卒業 4

4号観察 高校卒業 10 中学校卒業 5 高校中退 5

平成31・令和元年度係属 1位 2位 3位 4位 5位

1号観察 高校在学 54 高校中退 39 中学校在学 27 中学校卒業 19 高校卒業 11

2号観察 中学校卒業 23 高校中退 15 高校在学 5 中学校在学 4

3号観察 高校卒業 10 中学校卒業 10 高校中退 9 大学卒業 2 大学中退 2

4号観察 高校中退 9 中学校卒業 6 高校卒業 7 大学卒業 2
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 ４ 保護司の充員率 

 

  

保護司定員 保護司現在員数 充員率（％）

47,909 91.3%

47,641 90.7%

47,245 90.0%

46,763 89.1%

46,358 88.3%

保護司定員 保護司現在員数 充員率（％）

1,226 91.6%

1,233 92.2%

1,226 91.6%

1,224 91.5%

1,201 89.8%

保護司定員 保護司現在員数 充員率（％）

199 98.5%

198 98.0%

196 97.0%

186 92.1%

184 91.1%

福山市

平成29年1月1日

202

平成30年1月1日

平成31年1月1日

令和2年1月1日

令和3年1月1日

広島県

平成29年1月1日

1,338

平成30年1月1日

平成31年1月1日

令和2年1月1日

令和3年1月1日

全国

平成29年1月1日

52,500

平成30年1月1日

平成31年1月1日

令和2年1月1日

令和3年1月1日

単位：人，％  

（５）保護観察終結時の就業状況

（保護観察終結数と終結時無職の数値　※移送による終結を含む）

平成27年度 単位：件 

1号終結数 70 うち学生・生徒 22 うち無職 1

2号終結数 18 うち学生・生徒 0 うち無職 3

3号終結数 30 うち無職 13

4号終結数 19 うち無職 6

平成28年度 単位：件 

1号終結数 69 うち学生・生徒 19 うち無職 1

2号終結数 20 うち学生・生徒 1 うち無職 1

3号終結数 35 うち無職 12

4号終結数 5 うち無職 2

平成29年度 単位：件 

1号終結数 75 うち学生・生徒 18 うち無職 2

2号終結数 19 うち学生・生徒 2 うち無職 1

3号終結数 20 うち無職 9

4号終結数 9 うち無職 3

平成30年度 単位：件 

1号終結数 66 うち学生・生徒 25 うち無職 1

2号終結数 21 うち学生・生徒 3 うち無職 0

3号終結数 25 うち無職 5

4号終結数 7 うち無職 0

平成31・令和元年度 単位：件 

1号終結数 73 うち学生・生徒 18 うち無職 7

2号終結数 16 うち学生・生徒 1 うち無職 1

3号終結数 25 うち無職 3

4号終結数 8 うち無職 1
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5 犯罪者処遇の概要（令和 2 年版再犯防止推進白書より）  

（１）成人による刑事事件の流れ 
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１  警察など 

警察などが犯人を検挙して必要な捜査を行った事件は、原則としてすべて検察

官に送致されます。 

２ 検察庁 

検察官は、送致された事件について必要な捜査を行い、法と証拠に基づいて、

被疑者を起訴するか、不起訴にするかを決めます。 

また、検察官は、自ら事件を認知したり、告訴・告発を受けて捜査することも

あります。 

３ 裁判所 

裁判所は、公開の法廷で審理を行い、有罪と認定した場合は、死刑、懲役、禁

錮、罰金などの刑を言い渡します。また、その刑が 3 年以下の懲役・禁錮など

の場合は、情状によりその執行を猶予したり、さらには、その猶予の期間中保護

観察に付することもあります。 

なお、比較的軽微な事件で、被疑者に異議がない場合は、簡易な略式手続で審

理が行われることもあります。 

 

４  刑務所など 

有罪の裁判が確定すると、執行猶予の場合を除き、検察官の指揮により刑が執

行されます。懲役、禁錮、拘留は、原則として刑務所などの刑事施設で執行され 

ます。刑事施設では、受刑者の改善更生と社会復帰のための矯正処遇を行ってい

ます。 

なお、罰金や科料を完納できない人は、刑事施設に附置されている労役場に留

置されます。 

５ 保護観察所 

受刑者は、刑期の満了前であっても、地方更生保護委員会の決定で、仮釈放が

許されることがあり、仮釈放者は、仮釈放の期間中、保護観察に付されます。ま

た、保護観察付執行猶予判決の言渡しを受け、判決が確定した人も猶予の期間中

は保護観察に付されます。 

保護観察に付された人は、改善更生と社会復帰に向けて、保護観察所の保護観

察官と民間のボランティアである保護司による指導監督・補導援護を受けるこ

とになります。 

６ 婦人補導院 

売春防止法違反で補導処分となった成人の女子は、婦人補導院に収容され、仮

退院が許可されると保護観察に付されます。 
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（２）非行少年に関する手続きの流れ 
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１  警察など 

警察などが罪を犯した少年を検挙した場合、捜査を遂げた後、原則として、事

件を検察官に送致します。 

２ 検察庁 

検察官は、捜査を遂げた上、犯罪の嫌疑があると認めるとき、又は犯罪の嫌疑

がないものの、ぐ犯（犯罪に至らないものの、犯罪に結びつくような問題行動が

あって、保護する必要性が高いことをいう。）などで家庭裁判所の審判に付すべ

き事由があると認めるときは、事件を家庭裁判所に送致します。 

３ 家庭裁判所 

家庭裁判所は、調査官に命じて、少年の素質、環境などについて調査を行った

り、少年を少年鑑別所に送致して鑑別を行ったりします。 

４ 少年鑑別所 

少年鑑別所は、医学、心理学、教育学等の専門的知識に基づき、少年の鑑別を

行い、その結果は家庭裁判所に提出されます。 

５ 家庭裁判所 

家庭裁判所は、事件記録等の調査の結果、審判に付する事由がない、又は審判

に付することが相当でないと認めるときは、審判不開始の決定を行い、審判を開

始するのが相当と認めるときは、非公開で審判を行います。 

なお、少年審判において、一定の重大事件で、非行事実を認定するため必要が

あるときは、家庭裁判所の決定により、検察官も審判に関与します。 

上記３の調査や４の鑑別を踏まえた審判の結果、保護処分に付する必要がな

いと認めるなどの場合は、不処分の決定を行い、保護処分に付することを相当と

認める場合は、保護観察、少年院送致などの決定を行います。 

６ ７ 検察官送致、起訴 

家庭裁判所は、審判の結果、死刑、懲役、又は禁錮に当たる罪の事件について

刑事処分を相当と認めるときは、事件を検察官に送致します。 

なお、16 歳以上の少年が、故意の犯罪行為により被害者を死亡させた場合、

その事件は、原則として検察官に送致され、事件送致を受けた検察官は、原則、

起訴しなければならないとされています。 

８ 少年院 

少年院送致となった少年は、第 1 種、第 2 種又は第 3 種のいずれかの少年院

に収容され、矯正教育、社会復帰支援等を受けながら更生への道を歩みます。 

９ 保護観察所 

家庭裁判所の決定で保護観察に付された場合、少年院からの仮退院が許された

場合などにおいては、改善更生と社会復帰に向けて、保護観察所の保護観察官と

民間のボランティアである保護司による指導監督・補導援護を受けることにな

ります。 
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6 再犯の防止等の推進に関する法律（平成 28 年 12 月 14 日法律第 104 号） 

 

第一章 総則 

 

（目的） 

第一条 この法律は、国民の理解と協力を得つつ、犯罪をした者等の円滑な社会復

帰を促進すること等による再犯の防止等が犯罪対策において重要であることに鑑

み、再犯の防止等に関する施策に関し、基本理念を定め、国及び地方公共団体の責

務を明らかにするとともに、再犯の防止等に関する施策の基本となる事項を定め

ることにより、再犯の防止等に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって国

民が犯罪による被害を受けることを防止し、安全で安心して暮らせる社会の実現

に寄与することを目的とする。 

 

（定義） 

第二条 この法律において「犯罪をした者等」とは、犯罪をした者又は非行少年（非

行のある少年をいう。以下同じ。）若しくは非行少年であった者をいう。 

２ この法律において「再犯の防止等」とは、犯罪をした者等が犯罪をすることを

防ぐこと（非行少年の非行をなくすこと及び非行少年であった者が再び非行少年

となることを防ぐことを含む。）をいう。 

 

（基本理念） 

第三条 再犯の防止等に関する施策は、犯罪をした者等の多くが安定した職業に

就くこと及び住居を確保することができないこと等のために円滑な社会復帰をす

ることが困難な状況にあることを踏まえ、犯罪をした者等が、社会において孤立す

ることなく、国民の理解と協力を得て再び社会を構成する一員となることを支援

することにより、犯罪をした者等が円滑に社会に復帰することができるようにす

ることを旨として、講ぜられるものとする。 

２ 再犯の防止等に関する施策は、犯罪をした者等が、その特性に応じ、矯正施設

（刑務所、少年刑務所、拘置所、少年院、少年鑑別所及び婦人補導院をいう。以下

同じ。）に収容されている間のみならず、社会に復帰した後も途切れることなく、

必要な指導及び支援を受けられるよう、矯正施設における適切な収容及び処遇の

ための施策と職業及び住居の確保に係る支援をはじめとする円滑な社会復帰のた

めの施策との有機的な連携を図りつつ、関係行政機関の相互の密接な連携の下に、

総合的に講ぜられるものとする。 

３ 再犯の防止等に関する施策は、犯罪をした者等が、犯罪の責任等を自覚するこ

と及び被害者等の心情を理解すること並びに自ら社会復帰のために努力すること

が、再犯の防止等に重要であるとの認識の下に、講ぜられるものとする。 

４ 再犯の防止等に関する施策は、犯罪及び非行の実態、再犯の防止等に関する各

般の施策の有効性等に関する調査研究の成果等を踏まえ、効果的に講ぜられるも
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のとする。 

 

（国等の責務） 

第四条 国は、前条の基本理念（次項において「基本理念」という。）にのっとり、

再犯の防止等に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。 

２ 地方公共団体は、基本理念にのっとり、再犯の防止等に関し、国との適切な役

割分担を踏まえて、その地方公共団体の地域の状況に応じた施策を策定し、及び実

施する責務を有する。 

 

（連携、情報の提供等） 

第五条 国及び地方公共団体は、再犯の防止等に関する施策が円滑に実施される

よう、相互に連携を図らなければならない。 

２ 国及び地方公共団体は、再犯の防止等に関する施策の実施に当たっては、再犯

の防止等に関する活動を行う民間の団体その他の関係者との緊密な連携協力の確

保に努めなければならない。 

３ 国及び地方公共団体は、再犯の防止等に関する施策の実施に当たっては、再犯

の防止等に関する活動を行う民間の団体その他の関係者に対して必要な情報を適

切に提供するものとする。 

４ 再犯の防止等に関する活動を行う民間の団体その他の関係者は、前項の規定

により提供を受けた犯罪をした者等の個人情報その他の犯罪をした者等の個人情

報を適切に取り扱わなければならない。 

 

（再犯防止啓発月間） 

第六条 国民の間に広く再犯の防止等についての関心と理解を深めるため、再犯

防止啓発月間を設ける。 

２ 再犯防止啓発月間は、七月とする。 

３ 国及び地方公共団体は、再犯防止啓発月間の趣旨にふさわしい事業が実施さ

れるよう努めなければならない。 

 

（再犯防止推進計画） 

第七条 政府は、再犯の防止等に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るた

め、再犯の防止等に関する施策の推進に関する計画（以下「再犯防止推進計画」と

いう。）を定めなければならない。 

２ 再犯防止推進計画は、次に掲げる事項について定めるものとする。 

一 再犯の防止等に関する施策の推進に関する基本的な事項 

二 再犯の防止等に向けた教育及び職業訓練の充実に関する事項 

三 犯罪をした者等の社会における職業及び住居の確保並びに保健医療サービス

及び福祉サービスの利用に係る支援に関する事項 

四 矯正施設における収容及び処遇並びに保護観察に関する体制その他の関係機

関における体制の整備に関する事項 
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五 その他再犯の防止等に関する施策の推進に関する重要事項 

３ 法務大臣は、再犯防止推進計画の案を作成し、閣議の決定を求めなければなら

ない。 

４ 法務大臣は、再犯防止推進計画の案を作成しようとするときは、あらかじめ、

関係行政機関の長と協議しなければならない。 

５ 法務大臣は、第三項の規定による閣議の決定があったときは、遅滞なく、再犯

防止推進計画を公表しなければならない。 

６ 政府は、少なくとも五年ごとに、再犯防止推進計画に検討を加え、必要がある

と認めるときは、これを変更しなければならない。 

７ 第三項から第五項までの規定は、再犯防止推進計画の変更について準用する。 

 

（地方再犯防止推進計画） 

第八条 都道府県及び市町村は、再犯防止推進計画を勘案して、当該都道府県又は

市町村における再犯の防止等に関する施策の推進に関する計画（次項において「地

方再犯防止推進計画」という。）を定めるよう努めなければならない。 

２ 都道府県及び市町村は、地方再犯防止推進計画を定め、又は変更したときは、

遅滞なく、これを公表するよう努めなければならない。 

 

（法制上の措置等） 

第九条 政府は、この法律の目的を達成するため、必要な法制上、財政上又は税制

上の措置その他の措置を講じなければならない。 

 

（年次報告） 

第十条 政府は、毎年、国会に、政府が講じた再犯の防止等に関する施策について

の報告を提出しなければならない。 

 

第二章 基本的施策 

 

第一節 国の施策 

 

（特性に応じた指導及び支援等） 

第十一条 国は、犯罪をした者等に対する指導及び支援については、矯正施設内及

び社会内を通じ、指導及び支援の内容に応じ、犯罪をした者等の犯罪又は非行の内

容、犯罪及び非行の経歴その他の経歴、性格、年齢、心身の状況、家庭環境、交友

関係、経済的な状況その他の特性を踏まえて行うものとする。 

２ 国は、犯罪をした者等に対する指導については、犯罪の責任等の自覚及び被害

者等の心情の理解を促すとともに、円滑な社会復帰に資するものとなるように留

意しなければならない。 

（就労の支援） 

第十二条 国は、犯罪をした者等が自立した生活を営むことができるよう、その就
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労を支援するため、犯罪をした者等に対し、その勤労意欲を高め、これに職業上有

用な知識及び技能を習得させる作業の矯正施設における実施、矯正施設内及び社

会内を通じた職業に関する免許又は資格の取得を目的とする訓練その他の効果的

な職業訓練等の実施、就職のあっせん並びに就労及びその継続に関する相談及び

助言等必要な施策を講ずるものとする。 

 

（非行少年等に対する支援） 

第十三条 国は、少年が可塑性に富む等の特性を有することに鑑み、非行少年及び

非行少年であった者が、早期に立ち直り、善良な社会の一員として自立し、改善更

生することを助けるため、少年院、少年鑑別所、保護観察所等の関係機関と学校、

家庭、地域社会及び民間の団体等が連携した指導及び支援、それらの者の能力に応

じた教育を受けられるようにするための教育上必要な支援等必要な施策を講ずる

ものとする。 

 

（就業の機会の確保等） 

第十四条 国は、国を当事者の一方とする契約で国以外の者のする工事の完成若

しくは作業その他の役務の給付又は物品の納入に対し国が対価の支払をすべきも

のを締結するに当たって予算の適正な使用に留意しつつ協力雇用主（犯罪をした

者等の自立及び社会復帰に協力することを目的として、犯罪をした者等を雇用し、

又は雇用しようとする事業主をいう。第二十三条において同じ。）の受注の機会の

増大を図るよう配慮すること、犯罪をした者等の国による雇用の推進その他犯罪

をした者等の就業の機会の確保及び就業の継続を図るために必要な施策を講ずる

ものとする。 

 

（住居の確保等） 

第十五条 国は、犯罪をした者等のうち適切な住居、食事その他の健全な社会生活

を営むために必要な手段を確保することができないことによりその改善更生が妨

げられるおそれのある者の自立を支援するため、その自助の責任を踏まえつつ、宿

泊場所の供与、食事の提供等必要な施策を講ずるとともに、犯罪をした者等が地域

において生活を営むための住居を確保することを支援するため、公営住宅（公営住

宅法（昭和二十六年法律第百九十三号）第二条第二号に規定する公営住宅をいう。）

への入居における犯罪をした者等への特別の配慮等必要な施策を講ずるものとす

る。 

 

（更生保護施設に対する援助） 

第十六条 国は、犯罪をした者等の宿泊場所の確保及びその改善更生に資するよ

う、更生保護施設の整備及び運営に関し、財政上の措置、情報の提供等必要な施策

を講ずるものとする。 

（保健医療サービス及び福祉サービスの提供） 

第十七条 国は、犯罪をした者等のうち高齢者、障害者等であって自立した生活を
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営む上での困難を有するもの及び薬物等に対する依存がある者等について、その

心身の状況に応じた適切な保健医療サービス及び福祉サービスが提供されるよう、

医療、保健、福祉等に関する業務を行う関係機関における体制の整備及び充実を図

るために必要な施策を講ずるとともに、当該関係機関と矯正施設、保護観察所及び

民間の団体との連携の強化に必要な施策を講ずるものとする。 

 

（関係機関における体制の整備等） 

第十八条 国は、犯罪をした者等に対し充実した指導及び支援を行うため、関係機

関における体制を整備するとともに、再犯の防止等に係る人材の確保、養成及び資

質の向上のために必要な施策を講ずるものとする。 

 

（再犯防止関係施設の整備） 

第十九条 国は、再犯防止関係施設（矯正施設その他再犯の防止等に関する施策を

実施する施設をいう。以下この条において同じ。）が再犯の防止等に関する施策の

推進のための重要な基盤であることに鑑み、再犯防止関係施設の整備を推進する

ために必要な施策を講ずるものとする。 

 

（情報の共有、検証、調査研究の推進等） 

第二十条 国は、再犯の防止等に関する施策の効果的な実施に資するよう、関係機

関が保有する再犯の防止等に資する情報を共有し、再犯の防止等に関する施策の

実施状況及びその効果を検証し、並びに犯罪をした者等の再犯の防止等を図る上

で効果的な処遇の在り方等に関する調査及び研究を推進するとともに、それらの

結果等を踏まえて再犯の防止等に関する施策の在り方について検討する等必要な

施策を講ずるものとする。 

 

（社会内における適切な指導及び支援） 

第二十一条 国は、犯罪をした者等のうち社会内において適切な指導及び支援を

受けることが再犯の防止等に有効であると認められる者について、矯正施設にお

ける処遇を経ないで、又は一定期間の矯正施設における処遇に引き続き、社会内に

おいて指導及び支援を早期かつ効果的に受けることができるよう、必要な施策を

講ずるものとする。 

 

（国民の理解の増進及び表彰） 

第二十二条 国は、再犯の防止等に関する施策の重要性について、国民の理解を深

め、その協力を得られるよう必要な施策を講ずるものとする。 

２ 国は、再犯の防止等の推進に寄与した民間の団体及び個人の表彰に努めるも

のとする。 

 

（民間の団体等に対する援助） 

第二十三条 国は、保護司会及び協力雇用主その他民間の団体又は個人の再犯の
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防止等に関する活動の促進を図るため、財政上又は税制上の措置等必要な施策を

講ずるものとする。 

 

第二節 地方公共団体の施策 

 

第二十四条 地方公共団体は、国との適切な役割分担を踏まえて、その地方公共団

体の地域の状況に応じ、前節に規定する施策を講ずるように努めなければならな

い。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この法律は、公布の日から施行する。 

 

（検討） 

２ 国は、この法律の施行後五年を目途として、この法律の施行の状況について検

討を加え、その結果に基づいて必要な措置を講ずるものとする。
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７ 国の再犯防止推進計画の 5 つの基本方針  

 

（１）犯罪をした者等が、多様化が進む社会において孤立することなく、再び社会 

を構成する一員となることができるよう、あらゆる者と共に歩む「誰一人取 

り残さない」社会の実現に向け、関係行政機関が相互に緊密な連携をしつつ、 

地方公共団体・民間の団体その他の関係者との緊密な連携協力をも確保し、 

再犯の防止等に関する施策を総合的に推進すること。 

（２）犯罪をした者等が、その特性に応じ、刑事司法手続のあらゆる段階において、 

切れ目なく、再犯を防止するために必要な指導及び支援を受けられるように 

すること。 

（３）再犯の防止等に関する施策は、生命を奪われる、身体的・精神的苦痛を負 

   わされる、あるいは財産的被害を負わされるといった被害に加え、それらに 

   劣らぬ事後的な精神的苦痛・不安にさいなまれる犯罪被害者等が存在する 

ことを十分に認識して行うとともに、犯罪をした者等が、犯罪の責任等を自 

覚し、犯罪被害者の心情等を理解し、自ら社会復帰のために努力することの 

重要性を踏まえて行うこと。 

（４）再犯の防止等に関する施策は、犯罪及び非行の実態、効果検証及び調査研究 

の成果等を踏まえ、必要に応じて再犯の防止等に関する活動を行う民間の 

団体その他の関係者から意見聴取するなどして見直しを行い、社会情勢等 

に応じた効果的なものとすること。 

（５）国民にとって再犯の防止等に関する施策は身近なものではないという現状 

を十分に認識し、更生の意欲を有する犯罪をした者等が、責任ある社会の 

  構成員として受け入れられるよう、再犯の防止等に関する取組を、分かりや 

  すく効果的に広報するなどして、広く国民の関心と理解が得られるものと 

  していくこと。 
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８ 福山市再犯防止推進計画の策定に係る懇談会構成機関・団体 

  

区 分 機関・団体 

国関係機関 

広島地方検察庁 

広島保護観察所 

広島矯正管区 

福山公共職業安定所 

社会福祉関係団体 

公益社団法人 広島県社会福祉士会 

社会福祉法人 福山市社会福祉協議会 

更生保護関係団体 

福山地区保護司会 

福山地区更生保護女性会 

地域協力団体 福山市民生・児童委員協議会 

学識経験者 福山平成大学 

県関係機関 広島県警察本部（少年対策課） 

学校関係団体 福山地区高等学校校外指導連盟 

地方公共団体 福山市 
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